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要旨  

本稿は、タイのスィーパトゥム大学日本語ビジネスコミュニケーション学科に所属して

いた卒業生 19 名を対象に、日本でのインターンシップ経験を通じて得られたスキルや学

びの意義について調査を行った。結果として、学生は日本語でのコミュニケーション能力

や異文化理解、職業意識を含む多様なスキルを習得しており、特に「 変容的学習

（Transformative learning）」の観点から、価値観やキャリア意識の変容が確認され

た。また、海外インターンシップの教育的効果として、異文化間コンピテンスや困難を乗

り越える力や主体性の育成が挙げられ、今後の国際教育における実践的示唆を提供した。 

キーワード: 海外インターンシップ、基礎的・汎用的能力、実践的学習、キャリア教育、 

     社会人スキル 

 

Abst rac t  

   This  s tudy  inves t iga te d  the  sk i l l s  acqui red  and  the  educat ional  s ign i f i cance  o f  

in te rnsh ip  exper iences  in  Japan ,  based  on  a  su rvey  o f  19  g raduates  f rom the  Japanese  

fo r  Bus iness  Communica t ion  Program a t  Sr ipa tum Univers i ty  in  Tha i land .  The  f ind ings  

revea l ed  tha t  the  pa r t ic ipan t s  deve loped  a  wide  range  o f  competencies ,  inc lud ing  

Japanese  communica t ion  sk i l l s ,  in te rcu l tu ra l  unders tanding ,  and  p rofess iona l  awareness .  

Notably ,  the  resu l t s  sugges t ed  t rans fo rmat ive  l ea rn ing  occur red ,  a s  s tudent s  repor ted  

sh i f t s  in  pe rsona l  va lues  and  c a ree r  pe rspec t ives .  Fur the rmore ,  the  s tudy  h igh l igh t ed  the  

educa t iona l  va lue  o f  overseas  in te rnsh ips  in  fos te r ing  in te rcu l tu ra l  competence ,  
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res i l i ence ,  and  lea rner  au tonomy.  These  ou tcomes  o f fe r ed  p rac t i ca l  ins ight s  fo r  the  

deve lopment  o f  in te rna t iona l  educa t ion  p rograms  and  underscore d  the  poten t ia l  o f  

in te rnsh ips  abroad  to  p romote  deep  and  exper ien t i a l  l ea rn ing .  

 

Keywords：Overseas in ternsh ip ,  Fundamenta l  and t ransferab le  sk i l l s ,   

           Exper ien t ia l  learn ing,  Career  educat ion ,  Employabi l i ty  sk i l ls  

 

 

１．はじめに 

近年、大学教育において「インターンシップ」や「産学連携教育」が果たす役割は、ま

すます重要視されている。特にアジア・太平洋地域の国々においては、高等教育と職業訓

練の融合を図るための制度的枠組みの整備が進められている（Wickramasinghe, G.and 

Wickramasinghe,V. 2025）。日本においては、1997 年に当時の文部省・労働省・通商

産業省（現、経済産業省）による三省合意を契機として、全国的にインターンシップの推

進が始まった（文部科学省, 1997）。それ以来、インターンシップは「学生が在学中に、

自らの専攻や将来のキャリアに関連した就業体験を行うこと」と定義されており、大学の

キャリア教育の一環として行われてきた。そのため、企業側は取得した学生情報を広報活

動や採用選考活動に使用してはならないという原則が設けられてきた。しかし、2022 年 4

月に「採用と大学教育の未来に関する産学協議会」が公表した報告書では、この方針に変

化が見られた。新たなインターンシップの定義とともに、一定の基準を満たすプログラム

において取得された学生情報は、採用活動開始後に限り活用可能とすることで合意された

（経団連・文部科学省・産学協議会, 2022）。これは、インターンシップが単なるキャリ

ア教育の枠を超えて、企業の採用戦略にも連動しうる制度であることを示している。 

 一方、タイにおいては、1993 年にスラナリー工科大学（Suranaree University of 

Technology）で導入された Cooperative and Work-Integrated Education（以下、

CWIE）と呼ばれる産学協同教育制度が広く普及している。この制度では、高等教育機関

と公的・民間・地域の企業が共同でカリキュラムを開発し、学生が実際の職場で少なくと

も 4 か月間フルタイムで勤務することにより、労働市場のニーズに即した実践的能力の習

得を目的としている。CWIE は、学術的スキルだけでなく、専門的スキルや自己成長を促

進する手段として、タイの教育制度に広く組み込まれており、 2022 年までにおよそ

20,000 社の協力のもと、75,000 人以上の学生が CWIE のカリキュラムを通じて社会に巣

立っている（MHESI, 2023）。 
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 加えて、近年ではタイの学生が海外でインターンシップを行うケースも増加しており、

その受け入れ先の一つとして日本が選ばれている。現在、日本には外国の大学に在籍する

外国人学生が企業や団体において報酬を伴うインターンシップに参加できる制度がある。

これはその外国人学生が専攻に関連した職業体験を行う際に、法務省が定める在留資格

「特定活動（告示 9 号）」を取得することで実現されるものである (出入国在留管理庁,  

n.d.)。筆者らが勤務しているスィーパトゥム大学（Sripatum University、以下、本学）

には教養学部内に日本語主専攻課程として 2015 年に日本語ビジネスコミュニケーション

学科（Japanese for Business Communication、以下、JBC 学科）が開設された。JBC

学科では、この制度を活用し、2018 年度以降から現在までに 32 名の学生が日本国内での

インターンシップに参加している。 

以上の背景を踏まえ、本稿では、日本でのインターンシップに参加した JBC 学科の学生

が、どのようなスキルを習得し、またその経験やスキルが卒業後の就職活動やキャリア形

成にどのような影響を与えたのかについて考察する。 

 

 

２．先行研究 

2.1 タイにおける日本でのインターンシップに対する評価 

 タイの高等教育における日本語主専攻の学生を対象とした日本でのインターンシップに

関する研究は徐々に蓄積されつつある。Buachan (2020)は、チェンライ・ラチャパット

大学（Chiang Rai Rajabhat University）人文学部日本語学科で日本でのインターン

シップに参加した学生 9 名を対象に 3 か月間の日本企業での職業体験実習において、学生

たちが直面した課題を詳細に調査している。この調査によると、企業側は学生を次のよう

に評価したと述べている。学生の日本語能力に対する満足度は中程度にとどまっており、

特に会話と聴解スキルの向上が求められていた。一方で、業務遂行スキルに対する満足度

は概ね良好であった。企業側は学生に対し、役割理解や責任感、自己受容および自己責任、

さらには分析的思考や問題解決能力といった臨機応変な対応力を身につけることを求めて

いた。さらに、学生が実習期間中に直面した問題としては、言語・コミュニケーションの

壁（専門用語の理解不足や日本人の話す速度の速さ）、職場環境への適応（明確な役割分

担や迅速な業務遂行に慣れること）、および生活リズムや仕事のスタイルへの適応の難し

さなどが挙げられていた。 

 また、 Khamthongthip(2021)はチャンカセーム・ラチャパット大学（ Chandrakasem 

Rajabhat University）のビジネス日本語学科で日本でのインターンシップに参加した

学生 8 名を対象に日本でのインターンシップの実施状況を「CIPP（文脈、入力、プロセス、
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結果）評価（Context-Input-Process-Product Evaluation）モデル」の 4 つの視点か

ら評価した。調査の結果は、プログラムが学生のニーズに応えている一方、インターン

シップに参加するための基準を満たす学生数が不足していることを明らかにしていた。さ

らに、学生がホテルやリゾート、スキー場での勤務を通して、直面した問題は、同僚との

人間関係、コミュニケーションの困難、業務内容や手順の習得の難しさ、環境や仕事に慣

れるまでの初期の困難さが報告されていた。 

 これらの先行研究から、タイの日本語学科の学生にとって日本でのインターンシップは

貴重な経験である一方、言語的・文化的・生活面での課題が依然として存在しており、事

前の語学力強化や文化理解の促進、生活面でのサポート体制の充実が必要であることが示

唆されていた。 

2.2 インターンシップにおいて育成されるべきスキル 

大学におけるキャリア教育やインターンシップにおいて育成されるべきスキルについて、

日本の厚生労働省（2015）は、「大学におけるキャリア教育の内容と課題」という資料

で学生が社会的・職業的に自立するために必要な力を体系的に整理している。同資料にお

いて、必要な能力を以下のように分類している。まず、基礎的・基本的な知識・技能とし

て、読み・書き・計算など、社会生活や職業生活の基盤となる能力が挙げられる。次に、

職種や分野を問わず必要とされる基礎的・汎用的能力として、次の 4 つが示されている。

即ち、１）人間関係形成・社会形成能力：他者との円滑な関係構築や協働に必要な対人ス

キル、２）自己理解・自己管理能力：自らの強みや課題を把握し、主体的に行動する力、

３）課題対応能力：問題を発見・分析し、適切に対処する能力、４）キャリアプランニン

グ能力：働くことの意義を理解し、将来の進路を計画する力である。さらに、論理的思考

力・創造力、意欲・態度、価値観といった個人の内面的特性や、専門的な知識・技能と

いった職務に直結する実践的能力も、社会で活躍するうえで不可欠とされる。 

 要するに、これらの能力は、単なる学習成果にとどまらず、実際の職場体験を通じて初

めて深く体得されるものである。そのため、インターンシップは、上記のスキルを学生が

実社会の中で実践的に学ぶ重要な機会であると位置付けられると言えよう。 

 

３．調査概要 

3.1 調査の目的 

本調査の目的は、タイ人大学生が日本でのインターンシップを通じて「獲得できた」と

認識しているスキル、特に厚生労働省（ 2015）により提示された「基礎的・汎用的能力

（人間関係形成能力・社会形成能力、自己理解能力・自己管理能力、課題対応能力、キャ

リアプランニング能力）」に着目し、「獲得できなかった」と感じている能力を含めて明
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らかにすることである。あわせて、それらの能力が卒業後の就職活動やキャリア形成にど

のような影響を与えているかを検討する。さらに、卒業後 1-6 年以内の元インターンシッ

プ参加者からの評価を踏まえ、日本におけるインターンシップの教育的意義を多角的に考

察し、今後の国際インターンシップ制度の改善および高等教育のキャリア教育における実

践的な学習のあり方に資する知見を得ることを目的とする。 

3.2 本学インターンシップ制度の概要 

 本学では、インターンシップは全学部必修の教育課程として明確に位置付けられており、

学生が卒業後、即戦力として社会で活躍するための重要な学習機会とされている。本学の

インターンシップは、高等教育機関と企業・官公庁・地域社会等の事業所との連携により

構築される CWIE の一環として実施される。この教育システムでは、学生は企業等での実

務を単なる見学や補助的な作業としてではなく、専攻分野に関連する職務に従業員同様の

立場に立って、実践的なスキルと職業倫理を身に付けることが求められる。こうした「学

習と実務の統合（Work integrated learning）」は、理論と実践を繰り返すことにより、

学生のキャリア開発を促進し、雇用の可能性（Employability）を高めることを目的とし

ている（Sripatum University,  n.d.）。 

 また、JBC 学科のカリキュラムにおいては、学生は 3 年次 2 学期（1 月－5 月）に「イ

ンターンシップ準備教育」（1 単位）を履修し、履歴書の作成、面接の練習、将来の職業

設計に関するレポートの作成・発表、インターンシップ先の選定などの事前指導を受ける。

そして 4 年次 1 学期（8 月-12 月）には「企業インターンシップ」（6 単位）として 16 週

間以上の実習を行い、実習終了後には研究レポートを提出し、成果発表を行う。この一連

の教育プロセスを通じて、学生は専門的知識を実務に適用する力、自律的に学び続ける姿

勢、対人関係能力、問題解決能力といった基礎的・汎用的能力を実践的に習得していく。 

3.3 調査対象 

本調査では、2018 年度から 2023 年度までに日本でのインターンシップに参加した JBC

学科のタイ人大学生のうち、卒業後 1-6 年以内の 25 名（男性 6 名、女性 19 名）を対象に

質問紙法（Web アンケート）を実施した。その結果、19 名（男性 3 名、女性 16 名）から

有効な回答を得ることができたため、本調査ではこの 19 名を調査の分析対象とした。Web

アンケートの回収率は、76.0％であった。 

3.4 調査期間 

 本調査は 2025 年 3 月 3 日から 3 月 9 日までの 1 週間にわたり実施した。調査では、

Google フォームを用いたオンラインアンケートを実施した。アンケートの URL を SNS を

通じて対象となる卒業生に送信し、自由記述を含む選択式および記述式の質問項目に回答
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を依頼した。尚、回答は匿名で行われ、得られた情報は研究目的以外には使用しない旨を

明記した上で同意を得ている。 

3.5 質問項目 

 アンケートの質問項目は、以下の 4 つで構成された。 

 1.インターンシップ参加者の属性 

  性別、卒業年次、インターンシップ先の業種、現在の就職状況について尋ねた。 

 2 インターンシップを通じて「獲得できた」と感じたスキル 

  厚生労働省（2015）が示す「学生が社会的・職業的に自立するために必要な力」を 

参考に、以下の 5 つの領域分類に基づいて選択肢 18 項目(個別スキル)から、複数回答

可で選ばせた。 

領域① コミュニケーションに関する能力(4 項目) 

領域② 仕事の進め方に関する能力(4 項目) 

領域③ 対人関係・職場適応能力(4 項目) 

領域④ 技術的・専門的スキル(3 項目) 

領域⑤ キャリア意識・成長に関する知識(3 項目) 

 3 インターンシップを通じて「獲得できなかった」と感じたスキル 

 第 2 項目と同様の 5 つの領域分類に基づく 18 項目(個別スキル)の選択肢から、複数

回答可で選ばせた。 

 4 インターンシップの経験が自分のキャリアにとって役に立ったこと 

 自由記述形式で、学生自身の言葉で記述してもらった。尚、記述言語はタイ語または、

日本語のどちらでも可とした。 

 

 

4．調査結果の分析 

4.1 調査対象者の属性 

 本アンケート調査に回答した卒業生は 19 名で、そのうち男性が 3 名（小数点以下第 2

位を四捨五入、以下同様、15.8％）、女性が 16 名（84.2％）であった。卒業後 5-6 年の

学生は 13 名（68.4％）で、卒業後 3 年以内の学生は 6 名（31.6％）であった。また、イ

ンターンシップを行った業種に関しては、旅館・ホテルが 13 名（68.4％）、スキー場が

3 名（15.8％）、レストランが 2 名（10.5％）、アパレル販売が 1 名（5.3％）で、いわ

ゆる、サービス・接客業に含まれる業種であった。  

卒業後の就職状況については、回答者 19 名のうち 17 名（89.5％）が何らかの職に就い

ており、 2 名（ 10.5％）が現在求職中であった。就労者 17 名の内訳を見ると、 4 名
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（21.1％）がタイの日系企業以外の会社で、1 名（5.3％）がタイで自営業をしていた。

一方で、4 名（21.1％）が日本で就職をし、7 名（36.8％）がタイの日系企業に勤務して

いた。また、1 名（5.3％）は日本においてタイ料理レストランを経営していることがわ

かった。アンケートに回答してくれた 19 名のうち 12 名（63.2％）は日本に関連する職務

に従事していることが確認された。 

4.2 インターンシップを通じて「獲得できた」と感じているスキル 

表 1 は、インターンシップを通じて「獲得できた」と感じているスキルの回答状況であ

る。全体で 18 個の項目に対して平均で 10.8 個（中央値 12 個）のスキルを選択していた。

参加した学生は、全 18 項目のスキルの約 6 割以上（59.9％）を「獲得できた」と感じて

いたことから、全体としては高い成果が得られたと感じていると言えよう。一方で、最も

多く回答した学生の回答数は 16 個（88.9％）で、最も少なく回答した学生の回答数は 2

個（11.1％）であり、回答数には大きな差が見られた。一部の学生にとってはスキルの

獲得が限定的であり、インターン先や指導方法の質の違いが影響している可能性があると

考えられる。 

 

表 1 インターンシップを通じて「獲得できた」と思うスキル(18 項目)についての回答状況 

回答者 個数（割合%）  個数（割合%） 

学生 A  11（61.1） 学生 K   16（88.9） 

学生 B   3（16.7） 学生 L   16（88.9） 

学生 C  10（55.6） 学生 M   14（77.8） 

学生 D   2（11.1） 学生 N   12（66.7） 

学生 E  13（72.2） 学生 O   12（66.7） 

学生 F   7（38.9） 学生 P   13（72.2） 

学生 G   9（50.0） 学生 Q   14（77.8） 

学生 H   6（33.3） 学生 R   12（66.7） 

学生 I  15（83.3） 学生 S   12（66.7） 

学生 J   8（44.4） 合計  205（59.9） 

 

表 2 は、インターンシップを通じて学生が「獲得できた」と感じたスキルに関する回答

結果を示している。5 つのスキル領域ごとの平均回答者数を見ると、「①コミュニケー

ションに関する能力」（平均 16 人、84.2％）、「②仕事の進め方に関する能力」（平均

12.5 人、65.8％）、「③対人関係・職場適応能力」（平均 12.3 人、64.7％）の 3 領域

では、過半数以上の学生がスキルを「獲得できた」と回答していた。これらの結果から、

インターンシップを通じて学生が基本的な職業意識や対人スキルを広く習得していること

が明らかになった。一方で、「⑤キャリア意識・成長に関する知識」（平均 7.7 人、

40.5％）および「④技術的・専門的スキル」（平均 6.3 人、33.3％）の 2 領域では、平

均回答者数は少なく、スキルを「獲得できた」と感じた学生は少なかった。 
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各領域内のスキル別で見ると、最も多くの学生が「獲得できた」と感じたスキルは、領

域①における「日本語でのコミュニケーション能力」と「異文化理解と適応力」であり、

いずれも 18 人（94.7％）が選択していた。これらのスキルは、インターンシップ期間中

の日本人上司や同僚との日常的なやり取りを通じて培われたものと推察される。 

「日本語でのコミュニケーション能力」と「異文化理解と適応力」に次いで、比較的多

くの学生が「獲得できた」スキルとしては、以下が挙げられる。即ち、領域②の「責任感」

と領域③の「柔軟性」（各 16 人、 84.2％）、領域①の「チームワーク」（ 15 人、

78.9％）、領域②の「タイムマネジメント」と領域③の「フィードバックの受け入れと

活用」（各 14 人、73.7％）、領域①の「ビジネスマナー」と領域③の「ストレス耐性」

（各 13 人、68.4％）、領域②の「問題解決能力」と領域⑤の「キャリア意識の向上」

（各 12 人、63.2％）、領域④の「業務の専門知識・技術」（11 人、57.9％）、領域⑤の

「自己管理能力」（10 人、52.6％）であった。これらのスキルは、実際の職場環境にお

ける実務経験を通じて、学生が自らの行動や思考を柔軟に調整する中で習得したものであ

ると考えられる。さらに、「キャリア意識の向上」や「業務の専門知識・技術」や「自己

管理能力」なども回答者数が過半数を超えていたことから、インターンシップが将来の

キャリア意識の育成や実践的知識・スキルの習得にも一定の効果をもたらしていることが

示唆される。 

 

表 2 インターンシップを通じて「獲得できた」スキルの項目別の回答状況 

質問項目 回答者数 
領域ごとの 

回答者数平均 

①コミュニケーションに関する能力  人 ％ 人 ％ 

1 日本語でのコミュニケーション能力（同僚や上司との会話） 18 94.7 

16 84.2 

2 異文化理解と適応力（日本の職場文化への適応、文化の違い

の理解） 

18 94.7 

3 チームワーク（他の社員や外国人スタッフとの協力、調整） 15 78.9 

4 ビジネスマナー（あいさつ、敬語、名刺交換、電話応対、

メール、マナーなど） 

13 68.4 

②仕事の進め方に関する能力      

1 責任感（与えられた業務を最後までやり遂げる） 16 84.2 

12.5 65.8 

2 タイムマネジメント（時間を意識して仕事を進める、納期を

守る） 

14 73.7 

3 問題解決能力（予期せぬトラブルへの対応、課題の解決方法

の工夫） 

12 63.2 

4 主体性（自ら仕事を探す、支持を待たずに行動する） 8 42.1 

③対人関係・職場適応能力      

1 柔軟性（職場のルールや文化に適応する力） 16 84.2 

12.3 64.7 

2 フィードバックの受け入れ・活用（上司からの指導を受け入

れ、改善する） 

14 73.7 

3 ストレス耐性（厳しい職場環境や長時間労働に対応する力） 13 68.4 

4 リーダーシップ（チームの調整や後輩指導などの経験） 6 31.6 
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④技術的・専門的スキル      

1 業務の専門知識・技術（企業や業界に特化したスキル） 11 57.9 

6.3 33.2 

2 資料作成・プレゼンテーションスキル（報告書作成、発表な

ど） 

5 26.3 

3 デジタルスキル（IT ツールの活用、データ処理、オンライン

会議の操作） 

3 15.8 

⑤キャリア意識・成長に関する知識      

1 キャリア意識の向上（将来の仕事に対する考え方の変化） 12 63.2 

7.7 40.5 2 自己管理能力（健康管理、モチベーションの維持） 10 52.6 

3 ネットワーキングスキル（人脈作り、ビジネス関係の構築） 1 5.3 

*表中の各スキルにおける数字は、回答者数の最多順を示す。 

 

4.3 インターンシップを通じて「獲得できなかった」と感じているスキル 

表 3 は、日本でのインターンシップに参加した学生が、インターンシップを通じて「獲

得できなかった」と感じたスキルについての回答結果を示している。5 つの領域ごとの平

均回答者数を比較すると、「④技術的・専門的スキル」（平均 9.3 人、49.1％）を除き、

その他の領域では平均 1.3 人（6.8％）から平均 4.3 人（22.6％）と、「獲得できなかっ

た」と回答した学生数は比較的少数にとどまっていた。このことから、多くの学生はイン

ターンシップにおいて大半のスキルを「獲得できた」と感じていると読み取れる。 

スキル別に詳細を見ると、領域④における「デジタルスキル」については、19 人中 15

人（ 78.9％）が「獲得できなかった」と回答しており、同じく「資料作成・プレゼン

テーションスキル」についても 8 人（42.1％）が同様に回答している。これらのスキルが

「獲得できなかった」理由として、インターンシップ先の業種が主にオフィスワークでは

なく、現場中心のサービス・接客業であったため、対人スキルの方が重視されたことが影

響していると考えられる。 

また、領域③に含まれる「リーダーシップ」については 7 人（36.8％）が、領域②の

「主体性」については 5 人（26.3％）が、インターンシップを通じて十分に「獲得できな

かった」と感じていることもわかった。これらの結果から、一部の学生においては、能動

的に行動する力やリーダーシップを発揮する機会が十分に与えられなかった、あるいはそ

の力が育成されるには至らなかった可能性が示唆される。 

 

表 3 学生が「獲得できなかった」と感じているスキル 

質問項目 回答者数 
領域ごとの 

回答者数平均 

①コミュニケーションに関する能力  人 ％ 人 ％ 

1 ビジネスマナー（あいさつ、敬語、名刺交換、電話応対、メー

ル、マナーなど） 
2 10.5 

1.3 6.8 2 日本語でのコミュニケーション能力（同僚や上司との会話） 1 5.3 

3 異文化理解と適応力（日本の職場文化への適応、文化の違いの

理解） 
1 5.3 
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4 チームワーク（他の社員や外国人スタッフとの協力、調整） 1 5.3 

②仕事の進め方に関する能力      

1 主体性（自ら仕事を探す、支持を待たずに行動する） 5 26.3 

2.3 12.1 

2 問題解決能力（予期せぬトラブルへの対応、課題の解決方法の

工夫） 
2 10.5 

3 責任感（与えられた業務を最後までやり遂げる） 1 5.3 

4 タイムマネジメント（時間を意識して仕事を進める、納期を守

る） 
1 5.3 

③対人関係・職場適応能力      

1 リーダーシップ（チームの調整や後輩指導などの経験） 7 36.8 

2.5 13.2 

2 ストレス耐性（厳しい職場環境や長時間労働に対応する力） 2 10.5 

3 フィードバックの受け入れ・活用（上司からの指導を受け入

れ、改善する） 
1 5.3 

4 柔軟性（職場のルールや文化に適応する力） 0 0.0 

④技術的・専門的スキル      

1 デジタルスキル（IT ツールの活用、データ処理、オンライン

会議の操作） 
15 78.9 

9.3 49.1 2 資料作成・プレゼンテーションスキル（報告書作成、発表な

ど） 
9 47.4 

3 業務の専門知識・技術（企業や業界に特化したスキル） 4 21.1 

⑤キャリア意識・成長に関する知識      

1 ネットワーキングスキル（人脈作り、ビジネス関係の構築） 8 42.1 

4.3 22.6 2 自己管理能力（健康管理、モチベーションの維持） 3 15.8 

3 キャリア意識の向上（将来の仕事に対する考え方の変化） 2 10.5 

*表中の各スキルにおける数字は、回答者数の最多順を示す。 

 

4.4 インターンシップの経験が自分のキャリアにとって役に立ったこと 

表 4 は、インターンシップの経験が自分のキャリアにとって役に立ったことについて自

由記述したものを筆者らがまとめたものである。記述内容を分析し、5 つのカテゴリーに

分類した。 

 

表４ インターンシップの経験が自分のキャリアにとって役に立ったこと 

分類 学生の記述 

１．キャリアへの具体的な効果 -日本企業への就職機会につながった 

-インターンシップの経験が企業に評価された 

-インターンシップの経験を実務に活かしている 

-自分のお店を経営する自信につながった 

２．異文化理解・適応力の向上 -文化の理解が高まり、適応力が高まった 

-日本人の働き方や文化に適応する力がついた 

-日本人の文化をより理解できた 

３．コミュニケーション力・チームワーク -意思疎通の大切さや確認の大切さを学んだ 

-日本語でのコミュニケーションの重要性を理解した 

-日本語の実践・チームワーク・おもてなしを学んだ 

４．働く姿勢・マインドセット -感情のコントロールの重要性を学んだ 

-忍耐力やストレス耐性を身に付けた 

-マインドセットの変化や新しい挑戦を経験した 

-働く姿勢・責任感・品質意識を学んだ 

５．将来への意識 -貴重な経験が将来に役に立つと感じた 
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 自由記述の回答からは、インターンシップが学生にとって職業的スキルの習得にとどま

らず、異文化適応力、コミュニケーション能力、責任感や働く姿勢といった内面的な成長

にも大きな影響を与えていたことが明らかとなった。 

 

５．日本におけるインターンシップの教育的意義の考察 

 本調査結果から、タイ人大学生が日本でのインターンシップを通じて、「日本語でのコ

ミュニケーション能力」や「異文化理解と適応力」に加え、「責任感」「柔軟性」「チー

ムワーク」「ビジネスマナー」「キャリア意識の向上」といった基礎的・汎用的能力を広

く身に付けていたことが明らかとなった。これらのスキルは、実際の日本企業における就

労経験を通して培われたものであり、従来の教室内教育では習得が難しく、実践的かつ文

脈依存的な能力であるといえる。さらに、自由記述の回答からは、今回のインターンシッ

プ経験が単なるスキル習得の場にとどまらず、異文化との対話や葛藤を通じて自己の価値

観や職業観を見直す契機となっていたことが窺える。これは、Mezirow（1991）の提唱す

る「変容的学習（Transformative learning）」に該当し、学習者に深い内面的変容を

もたらす学びであると解釈できるのではないかと言えよう。一方で、「デジタルスキル」

や「資料作成・プレゼンテーションスキル」、「リーダーシップ」、「ネットワーキング

スキル」など、より高度な専門性や対外的交渉力を要するスキルの習得については課題が

残る。これらは、インターンシップ先の業種や職務内容が限定的であったことや、学生の

役割が補助的業務にとどまりがちであったことが影響していると考えられる。 

 とりわけ注目すべきは、今回の調査対象であるタイ人学生が、異文化環境での職業体験

を通じて、母国とは異なる価値観や働き方に直接触れた点である。こうした経験は、スキ

ルの習得にとどまらず、自己認識の深化、異文化への共感と理解、そしてグローバルな視

野の獲得へとつながっている。これは、タイ国内で実施される CWIE プログラムと比較し

ても、海外インターンシップでなければ得られない貴重な就労体験と言える。言語的・文

化的障壁を乗り越える実践的挑戦は、学生にとって困難を乗り越える力や主体性の育成に

大きく寄与されるだろう。さらに、こうした体験は、国際社会で求められる「異文化間コ

ンピテンス（Intercultural competence）」の育成においても極めて有効であり、海外

インターンシップの教育的意義の一つとして評価されるべきである。 

以上を踏まえると、インターンシップは、基礎的能力や対人スキル、職業意識の涵養に

おいて大きな効果を発揮する一方で、専門性やリーダーシップの育成には、教育的支援や

補完的な設計が不可欠である。今後は、インターンシップ先との連携強化による業務内容
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の充実、事前・事後の指導の工夫、さらには e ポートフォリオやフィードバック評価制度

の導入などを通じて、より質の高い実践的学習の実現が求められる。 

 

 

6．終わりに 

 本稿では、本学 JBC 学科の卒業生 19 名を対象に、日本でのインターンシップ経験を通

じて習得したスキルとその教育的意義について調査・考察を行った。その結果、学生たち

は異文化環境下でのコミュニケーション能力や職業意識を中心とした多様なスキルを獲得

しており、これらの学びがキャリア形成に大きな影響を与えていることが明らかとなった。 

 今後、国際インターンシップ制度をより効果的に活用していくためには、学生の成長段

階や将来の目標に応じた個別支援の充実、受け入れ先での業務内容の多様化・高度化、さ

らにインターンシップを体系的なキャリア教育の一環として位置付ける仕組みの構築が重

要となる。 

 本調査を通じて明らかになったのは、海外インターンシップが実践的なスキルの習得に

とどまらず、学生が国際的な職業人としての基盤を形成する貴重な機会であるという点で

ある。タイ人学生が日本の職場文化に身を置き、自らの視野を広げることは、学生自身の

成長のみならず、タイ社会全体の国際化やグローバル人材の育成という観点からも大きな

意義を有している。今後、その重要性と需要はさらに高まっていくと考えられる。将来的

には、より多くの学生が質の高い海外インターンシップに参加できるよう、制度的支援、

奨学金制度の整備、企業や教育機関との連携強化など、包括的な体制の確立が望まれる。 

 最後に、本研究はサンプル数や調査対象に一定の制約があるものの、日本とタイの教育

機関および産業界にとって、今後の国際協働教育の設計・発展に向けた実践的示唆を提供

するものとなることを期待したい。 
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